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1ま え が き

蚕を利用しての昆虫ネルモンの研究は,こ の数十年の間

に著しく発展しており,そ.の 応用面での成果の一つとして,

幼若ホルモンの育蚕への利用がある。すなわち, 5齢初期

の蚕に幼着ホルモンを投与すると,たんばく合成が抑制さ

れるために経過は延長 し,それに伴って繭重,蘭層重が増

加することが明らかにされ,こ れらに関する報告も数多く

ある。 しかし,5齢期の飼育温度とホルモン濃度及び 散

布時期により,その効果に明らかな差がみられない場合が

ある。そこで,こ れらのことを確認する目的で,合成幼若

ホルモンとして,大塚薬品から発売されている「■ンタO」

を使用して,その利用効果試験を行ったので結果の概要に

ついて報告する。

2 材 料 及 び 方 法

試験は1977年 の春蚕期に当場内の恒 温恒湿蚕室で行つ

た。供試 した合成幼若ホルモンは前述の大塚薬品のもので,

5潔中に625″ の メトブレンを含有する,「マンタOj
(以下 JEと略称 )である。 供試蚕品種として,春嶺X鐘

月を用いた。試験区は5齢飼育温度が, 28C(高温区 )

23C(適温区)18C(低温区)の 3区 を設け,各温度区

にホルモン濃度が,1 25 ppm(低 濃度区 )2 50pp● (中

濃度区 )5 00 ppm(高 濃度区)の 3区, 及び散布時期が

5齢桑付後,48,60,72,84,96時間の 5区 と各温度

区の対照 (無散布 )の 計16区 ,全体で48区 の試験区を設

定した。供試頭数は5齢起委 1区 200頭,JIの散布方法は

噴霧器を使って各区実用数量を直接蚕体に散布した。給桑

量は飼育標準表を基準に取り扱かつたが,経過の延長分に

ついては適宜加減 した。上族は初熟蚕を認めて3～ 4時間

ごとに 1頭拾い上族を行った。経過日数は 5齢桑付から最

終の上族時までとした。

3 結 果 及び 考 察

飼育経過 : ホルモン濃度別では,28C,23℃ ,18C
のいずれの温度環境下においても,1 25 pllmが短く,250
ppm,5 00 ppmと 高濃度になるにしたがい経過は長くな
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つた。散布時期は,48～ 96時間内では早い時期に散布す

る程短く,遅い時期に散布する程長くなる傾向にあった。

温度別では,低温区において最も経過の延長効果がみられ

た。これは低温飼育により,脳ネルモンの分泌量が少くな

つたために,体内の幼若ホルモン活性の持続時間が長くな

り,幼若ホルモンの消失時に外部から」Hを 投与 したため

に,経過は顕著に延長したものと思われる。

繭重,蘭層重 : 繭重,蘭層重は必ず しも飼育経過や給

桑量の増加に比例していない。これは蚕児の食下量,消化

量などが関係するものであるが,今回の試験ではこのこと

にふれなかつた。 しかし,『菫投与区はいずれの温度下にお

いても対照区より,繭重,繭層重は増大している。特に繭

層重の増加指数は,低温区を除いて繭重のそれよりも高い

傾向を示 している。このことは」ヨの増糸効果の現われと

思われる。ネルモン濃度別では,低濃度区はいずれの温度

下においても散布時期が遅い程重い傾向にある。叉,低温

下では中,高濃度区より効果がみられた。中濃度区は高温

下では,60～ 96時間で同程度重 く, 適温下では60時間散

布が最も重くなつた。低温下では繭重が,2時FF5,繭層重が

96時間でやや重くなつた。高濃度区は高温下で薦重は60～

96時間で重かつた。適温下では中濃度区と同様に60時間散

布が繭重,繭層重は最も重 くなつた。低温下では,こ れよ

り違い72時間散布でやや重くなつた。

繭層歩合 : 適温下では,いずれのネルモン濃度散布区

でも対照と比べて同 しか,やや高くなつている。低温下で

は,125口洒,60時F3散布を除いて対照より低い傾向にあ

る。高温下では,低濃度区は対照と比べて同 じかやや低く

中濃度区は対照 と同じかやや高く,高濃度区は48時間で低

くなつているが,60～ 96時間散布は高 くなつている。

4LH歩合 : 化蛹歩合は,は つきりした傾向はみられな

かつたが,ホ ルモン濃度に関係なくЛ 投与区 は対照区よ

り低くなつた。

収南量 : Л 投与区の化誦歩合が低いためiこ , 商重0
伸びに比べて収繭■あ伸びは小さいが傾向は繭童の場合と

はぼ同様でありた。

繭重,繭層重の生産能率 : 低温区では,いずれの」菫

投与区も対照区より低くなつており適温.高温区では,い

ずれも2 50 ppmに おいて60時間散布が対照区と比べて最
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表 1 繭重,繭層重の生産能率も高 くなつている。

図 1 5齢飼育温度28℃ における工Hの投与効果

注.1対 照区を100と した指数で表示
( )内は対照区の実数

21  ;ホルモン濃度 1 25 ppn,
||‐ n, 250 pp■ ,     〃ク勿 ; 5 00 ppn

3折れ線グラフは給桑量で対照区を100と した指数
4収薦量は 5齢起蚕 1万頭収蔵量
5春嶺X鐘月 1977年春蚕期

図 2 5齢飼育温度23℃ における」Hの投与効果

図 3 5齢飼育温度18℃ におけるJH投与効果
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以上のような結果から,JH投与区は28℃ (高湿区)23
C(適温区 )18℃ (低温区)の いずれの温度環境下におい

ても,対照区と比べ,飼育経過が長くなり,繭重,繭層重,

収繭量など,いずれも高い値を示した。

現在普及が計らんとされている,ホルモン濃度が 250
pp]の場合は,高温あるいは適温のときは5齢桑付後60時

間散布が,繭重,繭層重,産繭能率などの点から効果的と

思われる。なお,飼育温度が30℃ を越すような暑いとき

は,48～ 60時間内では早い時期の散布が効果的であると

推察された。低温のときはこれより遅い72時 間散布が繭

重の増大効果が大きかつた。なお,低温の場合 1 25 ppm

の低濃度ネルモン散布の方が,2 50ppmの 中濃度ホルモン

散布より効果がみられ,特 に84時 間散布が繭重,繭層重

の増大効果がみられた。
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